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企
業
の
人
手
不
足
感
が

続
い
て
い
る
。
当
社
が
2

0

2

4

年
７
月
に
三
重

県
内
の
事
業
所
｟
以
下
、
企

業
｠
に
行
っ
た
調
査
｟
回
答

4

5

3
先
｠
に
よ
る
と
、

調
査
時
点
に
お
い
て
人
員

が
「
不
足
」「
や
や
不
足
」
し

て
い
る
と
答
え
た
企
業
は

合
わ
せ
て
55

.

0
％
、
「
過

剰
」
「
や
や
過
剰
」
は
6

.

4
％
で
、
不
足
の
割
合
か

ら
過
剰
を
引
い
た
過
不
足

感
は
プ
ラ
ス
48

.

6
と
な

っ
た
。
過
不
足
感
は
今
年
１

月
の
プ
ラ
ス
51

.

7
を
や

や
下
回
っ
た
も
の
の
、
不
足

感
は
依
然
と
し
て
高
い
水

準
に
あ
る
。 

人
手
不
足
感
が
続
く
中
、

増
員
意
向
は
強
い
。
24
年

度
中
に
人
員
を
「
増
や
す
予

定
」
「
増
や
し
た
い
」
と
回

答
し
た
企
業
は
合
わ
せ
て

６
割
強
に
上
り
、
そ
の
割
合

は
こ
こ
１
、
２
年
大
き
く
変

わ
っ
て
い
な
い
。 

多
く
の
企
業
が
欲
し
い

の
は
若
者
だ
。
増
員
意
向
の

あ
る
企
業
の
８
割
近
く
が

20
歳
代
と
30
歳
代
を
「
増

や
す
予
定
」
あ
る
い
は
「
増

や
し
た
い
」
と
回
答
し
て
い

る
。 一

方
、
採
用
に
苦
慮
し
て

い
る
企
業
は
多
い
。
採
用
活

動
を
行
っ
た
、
あ
る
い
は
行

っ
て
い
る
企
業
｟
2

8

3

先
｠
の
う
ち
「
採
用
は
困
難
」

と
答
え
た
企
業
は
77

.

2

%
に
上
っ
た
。 

三
重
県
内
に
お
い
て
、
足

元
の
人
手
不
足
の
主
因
は
、

県
外
へ
の
転
出
に
よ
る
も

の
が
大
き
い
と
み
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
全
国
で

景
気
回
復
に
よ
る
人
手
不

足
と
賃
上
げ
が
急
速
に
進

む
中
、
よ
り
良
い
条
件
で
働

け
る
場
を
求
め
転
出
す
る

人
が
増
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
総
務
省
の
「
住
民

基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」

を
分
析
す
る
と
、
23
年
に

三
重
県
か
ら
県
外
に
転
出

し
た
の
は
３
万

6

8

2

9
人
で
、
県
内
に
転
入
し

て
き
た
人
の
数
を

6

3

9

7
人
上
回
り
、
転
入
超

過
率
は
マ
イ
ナ
ス
0

.

37

と
転
出
超
過
を
示
し
た
。
転

入
超
過
率
は
全
国
ワ
ー
ス

ト
７
位
タ
イ
と
な
り
、
と
り

わ
け
、
若
者
世
代
で
の
転
出

超
過
が
目
立
つ
。
男
性
の

20
代
後
半
と
30
代
前
半
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
、
30

代
後
半
は
同
１
位
。
女
性
も

20
代
後
半
が
同
10
位
、
30

代
前
半
が
同
８
位
、
30
代

後
半
が
同
９
位
と
な
り
、
い

ず
れ
も
不
名
誉
な
順
位
だ
。

企
業
か
ら
は
、「
20
、
30
代

の
次
世
代
人
材
が
不
足
」

｟
建
設
｠
な
ど
、
若
年
層
の

確
保
に
苦
慮
す
る
声
が
聞

か
れ
た
。 

新
卒
採
用
も
厳
し
い
。

「
今
年
初
め
て
新
卒
採
用

が
で
き
な
か
っ
た
。
大
手
企

業
が
な
り
ふ
り
構
わ
ず
採

用
活
動
し
て
い
る
」
｟
金
属

製
品
製
造
｠、「
新
卒
採
用
は

工
業
高
校
や
専
門
学
校
の

学
生
が
中
心
だ
っ
た
が
、
普

通
科
も
検
討
中
」
｟
設
備
工

事
｠
な
ど
の
声
が
挙
が
る
。 

企
業
の
求
人
方
法
に
は

変
化
が
み
ら
れ
る
。
最
近
、

初
め
て
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
、
ま
た
は
利
用
頻
度

が
高
く
な
っ
た
求
人
の
方

法
・
経
路
と
し
て
、
「
公
共

職
業
安
定
所
｟
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
｠
へ
の
求
人
登
録
」
が
20.

9
％
に
と
ど
ま
っ
た
一
方
、

「
民
間
の
職
業
紹
介
事
業

者
を
利
用
・
登
録
」
は
34.

5
％
、「
民
間
の
求
人
広
告

掲
載
」
は
24.

8
％
と
な
り

そ
れ
を
上
回
っ
た
。
企
業
か

ら
は
「
地
元
採
用
が
年
々
困

難
と
な
り
、
転
職
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
を
利
用
し
広
域
か
ら

募
集
す
る
必
要
性
に
迫
ら

れ
て
い
る
」｟
食
料
品
製
造
｠、

「
有
料
で
も
求
人
の
ア
イ

デ
ア
が
欲
し
い
」
｟
建
設
｠
、

「
会
社
の
魅
力
発
信
」
｟
自

動
車
販
売
｠
な
ど
、
コ
ス
ト

を
か
け
て
で
も
よ
り
広
い

市
場
で
人
材
確
保
を
目
指

す
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。 

求
人
方
法
が
多
様
化
し
、
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人
材
獲
得
競
争
が
激
化
す

る
中
、
自
社
に
必
要
な
人
材

が
確
保
で
き
る
“
市
場
”
を

見
極
め
“
攻
め
る
”
姿
勢
が

必
要
だ
。 


